
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
有
機
的
な
連

係
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
２
９
１
１
）

明
石
海
峡
を
見
お
ろ
す
舞
子

の
丘
陵
に
、
神
戸
市
が
い
こ
い

の
家
〃
舞
子
ビ
ラ
″
（
旧
舞
子

ビ
ラ
）
を
建
設
し
て
い
る
。

敷
き
地
は
約
二
万
五
千
平
方

ｍ
・
一
帯
の
ク
ロ
マ
ッ
に
赤
い

屋
根
、
白
い
壁
の
五
階
建
て
の

本
館
の
ほ
か
、
二
十
五
ｍ
の
プ

ー
ル
、
円
形
野
外
劇
場
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
心
本
館
は
南
向
き

こ
の
ほ
ど
、
川
崎
重
工
で
は

タ
ン
カ
ー
の
タ
ン
ク
の
鉄
板
の

腐
食
な
ど
で
生
じ
た
ご
く
小
さ

い
穴
で
も
発
見
で
き
る
方
法
を

開
発
し
た
。

こ
れ
ま
で
タ
ン
カ
ー
の
タ
ン

ク
の
油
や
ガ
ス
漏
れ
検
査
に
は

空
気
テ
ス
ト
、
パ
キ
ュ
ー
ム
テ

ス
ト
、
水
圧
テ
ス
ト
と
い
づ
れ

の
方
法
も
利
用
し
た
が
、
漏
え

い
個
所
が
あ
ま
り
に
も
小
さ
く

発
見
し
に
く
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
社
内
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ

対
策
委
員
会
を
設
け
て
研
究
、

チ
モ
ー
ル
ブ
ル
ー
が
ア
ン
モ
ニ

ア
に
接
触
す
る
と
黄
色
が
青
色

に
変
化
す
る
反
応
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

チ
モ
ー
ル
ブ
ル
ー
を
吹
き
つ

け
た
口
紙
を
、
タ
ン
ク
内
側
の

壁
に
張
り
、
タ
ン
ク
の
外
側
の

不
活
性
ガ
ス
用
タ
ン
ク
に
ア
ン

モ
ニ
ア
ガ
ス
を
つ
め
る
、
も
し

タ
ン
ク
内
側
の
口
紙
が
変
色
す

れ
ば
、
そ
の
個
所
に
穴
が
あ
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
仕
組

み
。
チ
モ
ー
ル
ブ
ル
ー
は
非
常

に
感
度
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
発

☆
タ
ン
カ
ー
の
穴
発
見
に

チ
モ
ー
ル
ブ
ル
ー
反
応
利
用

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

☆
十
月
に
完
成
予
定

〃
舞
子
ビ
ラ
″
建
設
進
む

神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
六
階
に
〃
神
戸
貿
易
総
合
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
″
が
オ
ー
プ

ン
し
て
三
カ
月
、
貿
易
に
関
す

る
相
談
か
ら
取
引
の
あ
っ
せ

ん
、
宜
伝
、
紹
介
、
見
本
市
、

展
示
会
、
情
報
、
調
査
、
研

究
、
資
料
の
収
集
・
提
供
と
種

々
の
貿
易
相
談
に
応
じ
る
と
い

う
窓
口
Ｃ
約
八
五
㎡
の
ス
ペ
ー

ス
か
ら
な
る
展
示
室
に
は
、
商

談
室
三
室
、
貿
易
に
関
す
る
各

種
資
料
を
と
り
そ
ろ
え
た
閲
覧

室
（
全
国
府
県
別
メ
ー
カ
ー
の

商
工
業
者
の
名
簿
、
海
外
カ
タ

ロ
グ
等
を
具
備
）
し
、
優
秀
輸
出

入
商
品
を
見
な
が
ら
海
外
バ
イ

ヤ
ー
と
国
内
メ
ー
カ
ー
と
の
商

談
が
出
来
る
場
に
し
て
い
る
。

又
、
同
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
〃
神
戸
港
湾
情
報
セ
ン
タ
ー
〃

に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り

お
互
い
に
そ
の
機
能
を
分
担

し
、
神
戸
市
の
港
湾
、
貿
易
の

☆
神
戸
貿
易

総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

見
し
に
く
か
っ
た
○
・
○
二
ミ

リ
程
度
の
穴
ま
で
識
別
可
能
と

い
》
っ
。

妻毒

神戸貿易総合サービスセンター

海燕謹蕊: 畠凝馨蕊

1 0 月完成予定神戸市いこいの家

斜
面
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
二

階
が
玄
関
、
三
階
が
和
室
で
十

五
畳
の
広
間
な
ど
十
四
室
。
四

階
が
バ
ス
、
ト
イ
レ
付
き
の
洋

室
な
ど
十
四
室
。
五
階
が
会

議
室
、
結
婚
披
露
宴
会
場
な

ど
心
こ
の
ほ
か
、
茶
室
、
作
法

室
、
結
婚
式
場
、
食
堂
な
ど
も

あ
り
、
約
百
三
十
人
が
宿
泊
で

き
る
。十

月
は
じ
め
に
完
成
の
予
定

管
理
、
運
営
は
市
が
神
戸
市
民

生
活
局
に
委
託
す
る
方
法
で
行

な
わ
れ
る
予
定
だ
が
、
お
も
に

働
く
青
少
年
の
サ
ー
ク
ル
活
動

の
場
と
し
て
提
供
す
る
方
針
。 議溌蕊$ 識蕊識識

3５
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壷
騨
湘
蕊
皿
秤
糾

鑑
評
議

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

傍中央の幹線道路（都市計
画街路、神戸三木線）を
へだてて、中央公園（城
ケ后公園）

☆３年前（' ６７．６月号）のアーバ
ンデザインで「緑道のある住宅
地」として紹介した白川土地区画
整理事業による白川住宅地が、ニ
ュータウン白川台として、ほぼ完
成しました。白川峠と市街地を結
ぶ道路も、板宿商店街を抜ける狭
い神戸三木線だけだったのが、夢
野と白川を結ぶ西神戸バイパスの
開通によって、ずいぶんと便利に
なり、団地の南側を西神鉄道が通
過することも本決まりとなったよ
うです。３年間に、白川台の周辺
にも、たくさんの住宅団地が計画
され、工事中のものも少くありま
せん。
☆住宅地のセンターとしての地区
は、中央の幹線通路（２つの立体
交叉橋と歩道橋は、もう完成して
います）沿いに、帯状の用地で店
舗・サービス施設・文化センター
等が用意されていて、今は臨時の
お店がプレハブ建築の中で、開か
れています｡ ､ 地をめぐる道路は、
ほぼ舗装も完了し、電柱も立ち、
街路樹も枝をひろげはじめていま
す。＜小林郁雄＞

１
３６
１

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑪

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
白
川
台

レニュータウン白川台完成
模型写真（南北方より）

伊中央の幹線道路と立体交
叉橋

傍西側の階段状一般住宅地
園
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患
☆最初に売り出した西側の一般住
宅地は、元の地形を生かした階段
状の宅地に、もうずいぶん住宅が
立ちならび、南側から見上げる
と、やや乱雑な感もまぬがれませ
ん。
☆緑道のある住宅地として、宅地
の表の車道（巾６ｍ）に対し、裏
側にも、巾４ｍの歩行者専用道路
ができています。写真のように、
まだ街路樹も大きくなっていない
し、歩きにくい砂利敷きのままで
すが、住宅の立ち並ぶころには樹
木も成長し、道の整備も進み、安
全でうるおいのある遊び場にも並
木道にもなることでしょう。ただ
やや残念なことは、せっかく表通
りと裏通りという形で用意された
宅地に、型通りのﾌ ○レハブ住宅が
立ち並びつつあることです。同じ
ことが、急傾斜住宅地についても
いえますが、土地の特色を生かし
たすまいと生活がほしいところで
す。＜小林郁雄＞

ぐ北側の急傾斜住宅地

▼砂利敷の緑道

１
３７
１

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
白
川
台

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑪

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

▲全景航空写真（東上
方より）

ｑ線道をはさんだ一般
住宅地、西側が車道
となる区画街路

一
也
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ア
メ
リ
カ

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑳

壷
電
子
ウ
ォ
ッ
チ

諸
岡
博
熊

八
神
戸
市
企
画
局
調
査
部
副
主
幹
Ｖ

万
国
博
の
ス
イ
ス
館
で
〃
超

高
精
度
の
電
子
水
晶
腕
時
計
″

が
展
示
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
、

万
国
博
の
国
際
バ
ザ
ー
ル
広
場

に
「
ル
ビ
ジ
ウ
ム
原
子
時
計
」

に
よ
っ
て
標
準
時
が
展
示
さ

れ
、
一
千
年
に
一
秒
の
誤
差
を

誇
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
イ

ス
館
で
は
、
セ
シ
ウ
ム
原
子
時

計
ｌ
精
度
三
千
年
に
一
秒
の

変
動
率
ｌ
を
館
全
体
の
公
式

計
時
セ
ン
タ
ー
に
利
用
、
エ
キ

ス
ポ
・
オ
フ
イ
シ
ヤ
ル
・
タ
イ

ム
と
〃
バ
ン
パ
ク
原
子
時
計

戦
″
を
見
せ
て
い
る
。

×
×
×

そ
も
そ
も
時
計
と
い
う
も
の

は
、
機
械
的
な
も
の
と
電
気
的

な
も
の
に
よ
っ
て
、
共
振
現
象

に
依
存
し
た
振
動
装
置
を
動
か

す
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
Ｃ
そ

の
機
類
も
、
重
力
振
子
時
計
を

別
に
し
て
、
腕
時
計
と
し
て

は
、
テ
ン
プ
時
計
ｌ
テ
ン
プ

ぜ
ん
ま
い
で
制
御
さ
れ
た
も

の
．
電
気
時
計
ｌ
電
気
共
振

回
路
で
制
御
さ
れ
た
も
の
、
音

さ
時
計
ｌ
音
さ
、
音
片
で
制

御
さ
れ
る
も
の
、
水
晶
時
計

Ｉ
水
晶
振
動
子
で
制
御
さ
れ

な
も
の
、
原
子
時
計
ｌ
原
子

振
動
子
で
制
御
さ
れ
た
も
の
、

な
ど
が
あ
る
ｐ

電
子
ウ
ォ
ッ
チ
は
、
昭
和
三

十
六
年
、
米
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
）
が
人
工
衛
星
用
に
、

音
さ
原
理
に
よ
る
も
の
と
し
て

開
発
、
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
に
積

み
込
み
、
初
め
て
宇
宙
を
飛
ん

だ
も
の
で
あ
る
Ｃ
こ
の
結
果
、

米
ブ
ロ
ー
バ
社
が
音
さ
式
ブ
ロ

ー
バ
ァ
キ
ュ
ト
ロ
ン
と
し
て
商

品
化
す
る
に
い
た
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
メ
ー

カ
ー
・
セ
イ
コ
ー
は
昭
和
三
十

三
年
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
求
め
に
応

じ
て
放
送
用
水
晶
時
計
を
商
品

化
し
て
以
来
、
研
究
を
重
ね
、

昭
和
四
十
一
年
に
、
水
晶
発
振

式
電
子
ウ
オ
ッ
チ
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
を
発
表
、
四
十
四
年
十
二

月
世
界
で
始
め
て
の
水
晶
式
ウ

オ
ッ
チ
・
ク
オ
ー
ツ
・
ア
ス
ト

ロ
ン
（
価
格
四
十
五
万
円
）
を

発
売
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
ア

キ
ュ
ト
ロ
ン
が
音
さ
式
で
「
キ

ー
ン
」
と
流
れ
る
よ
う
に
運
針

す
る
の
に
対
し
、
一
秒
ご
と
に

一
ス
テ
ッ
プ
運
針
す
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
ア
ス
ト
ロ
ン
の
説

明
書
に
よ
る
と
、
水
晶
振
動
数

八
、
一
九
二
唾
、
精
度
は
常
温

で
日
差
○
・
一
一
秒
（
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
）
、
月
差
同
五
秒
、
電

池
寿
命
一
年
以
上
、
Ｉ
Ｃ
（
集

積
回
路
）
は
発
振
部
一
個
、
分

周
部
一
個
、
で
あ
る
。

世
界
各
国
の
ウ
オ
ッ
チ
・
メ

ー
カ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
商
品
名

で
電
子
腕
時
計
を
売
り
出
し
つ

つ
あ
る
Ｃ
と
く
に
、
日
本
と
、

米
、
さ
ら
に
ス
イ
ス
の
各
社
で

日
本
進
出
を
狙
っ
て
い
る
も
の

を
一
表
に
ま
と
め
た
も
の
が
こ

の
表
で
あ
る
。

×
×
×

こ
れ
か
ら
の
腕
時
計
は
、
電

子
式
の
も
の
が
中
心
と
な
る
と

い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
ン

プ
式
、
音
さ
式
、
水
晶
式
と
高

級
化
が
進
ん
で
い
く
が
、
テ
ン

プ
式
は
普
及
型
と
し
て
一
般
化

す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
電
子
時
計
を
話
題

に
し
て
い
る
間
に
、
原
子
時
計

が
さ
っ
そ
う
と
登
場
し
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
バ
ン
パ
ク
原

アキュトロン
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一
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一
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ｌ
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榊
一
嘩
一
雄
一
雌
一
心
鍛
一
錐

×８・クロノマスタ

アキュコ

ソマーストロ

１
３８
１

アキュ ン・

デイデイト
l 亘

式
上
上

音
同
同

1 2 0 ～4 9 5

７８～4 8 0

６８５～7 ５

オ
ー
オ

エレクトロ ･ ク

ツ

ツ・クロン

ツ８１９２

ウ
ー
フ
ー
クス

イ
’
ス

フナ

卜

子
時
計
戦
で
み
る
よ
う
に
標
準

時
計
装
置
に
応
用
さ
れ
て
い
る

も
の
が
、
い
づ
れ
、
個
人
用
の

原
子
腕
時
計
と
な
る
日
も
近
い

と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
傾
向

に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
、
日
本
国
内
の
市
場
は
、
セ

イ
コ
ー
と
シ
チ
ズ
ン
が
六
対
三

の
比
率
で
そ
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ

て
い
る
が
、
世
界
最
大
規
模
の

時
計
メ
ー
カ
ー
・
ブ
ロ
ー
バ
社

（
米
）
が
日
本
進
出
を
狙
っ
て

い
る
。
わ
が
国
の
セ
イ
コ
ー
社

は
、
年
間
一
千
万
個
製
造
と
い

う
世
界
一
の
生
産
量
を
も
つ

が
、
資
本
や
経
営
界
そ
の
他
世

界
的
な
規
模
で
は
、
ブ
ロ
ー
バ

社
に
一
歩
譲
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
完
全
な
資
本
の
自
由
化
時

代
で
あ
る
ウ
オ
ッ
チ
業
界
は
、

生
産
設
備
の
近
代
化
と
優
秀
な

技
術
の
培
養
を
も
っ
て
こ
れ
に

対
抗
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

レトラ
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3９

涼 しさをそえる
マキシンの帽子
涼しさをそえる
マキシンの帽子

マキシソの帽子のおもとめは
全国有名百貨店でどうぞ, ノ

子巾婦人帽

マキシン
ご‘嬢 蝶

＝

鶏・トアロード東京・銀座３－２・トノ " 且ー卜宋泉・；
(078)33-6711-3ＴＥＬ（03)535-瀞

Lady，ｓＳｈｏｐ

Ｘ“
MO T O M A C H I K O B E T E L ⑬５６８９
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園

⑳ ELECTIIICGＥＮＥＩＩＡＬ 人間味あふれた世界的ＧＥ社が誇る夢の完全自動洗濯機
１度に6 . 4 k g 洗える大容量. ／ 手づくりの美しさ…
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4０皿ｆ芽産業ＫＫ 葺合工場神戸市葺合区旭通１丁目1 0 番地
小束山工場神戸市垂水区多聞町小束山9 7 5ノ１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



‐
⑰
品
酌

訴
母
癖 人 間は安息を

求める時、

腰をおろしたがる

ものです。

インテリフフイリフネで

あなたの安息の場を

お創りください。

9 ，二二いる－むまいＬよ･－ ｮ

鐙騨溌蕊鍵鱗蕊 鱗議:蕊‘

ンテリアイリフネ

G瀞髄

蕊

4１

神戸市灘区友田町5 丁
ＴＥＬＯ７８（85）３１９

鮪
衿
再
臨
雌
器

= 一 範－－ 船株式会社木工部
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融

⑪
エ
キ
ス
ポ
・
ル
ポ

台
風
二
号
に
眼
も
く
れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
貧
欲
に
エ
キ
ス
ポ
群

衆
を
飲
み
こ
ん
だ
日
本
万
国
博
覧
会
は
、
底
知
れ
ぬ
胃
袋
を
持
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
進
歩
に
満
ち
満
ち
た
胃
袋
の
消
化
を
促
進

さ
せ
る
の
が
エ
キ
ス
ポ
人
生
。
万
博
の
申
し
子
た
ち
、
か
く
戦
え

り
。

「
朝
は
マ
イ
ン
ド
が
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
な
い
の
」
と
日
本
語

混
じ
り
の
流
暢
な
英
文
が
と
び
だ
す
片
桐
万
里
子
さ
ん
は
、
横
浜

生
ま
れ
で
北
野
町
住
ま
い
。
七
年
間
、
服
飾
の
仕
事
で
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
と
神
戸
を
往
復
の
生
活
の
中
か
ら
、
パ
ン
ナ
ム
に
入
り

ア
メ
リ
カ
館
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ラ
ウ
ン
ジ
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
威
勢
の
い
い
神
戸
っ

子
。

「
こ
こ
は
万
博
の
国
連
よ
れ
。
世
界
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
が
来
る
の
。
十

八
才
の
奥
さ
ん
に
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
ド
ク
タ
ー

バ
ー
ナ
ー
ド
は
な
か
な
か
よ
か
っ
た
わ
よ
・
田
中
角
栄
は
可
愛
い

い
感
じ
が
し
た
し
、
松
下
幸
之
助
は
、
い
か
に
も
松
下
っ
て
と
こ

ろ
ね
。
で
も
農
協
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
立
小
便
す
る
の
。
怒
鳴

日
本
万
国
博
覧
会
奮
戦
記

画園

１
４２
１

錘

写真上・ゴージャスなアメリカ館ＶＩＰラウンジでの片桐
万里子さん下・ガスパビリオン映像室の津村春雄氏

り
つ
け
て
や
っ
た
ワ
。
私
思
う
ん
だ
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
日
本
は
国

際
的
な
祭
り
を
す
る
の
が
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
し
ら
。
も
う

嫌
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
よ
か
っ
た
の
は
一
日
に
一
一
ト
ン
も
の
炭
を
吸

っ
て
い
た
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
頃
だ
け
。
一
流
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

建
築
家
が
き
た
の
。
マ
キ
シ
や
ロ
ン
グ
ヘ
ァ
ー
で
。
万
博
が
終
れ

ば
パ
ン
ナ
ム
か
ら
六
カ
月
の
世
界
旅
行
。
ア
フ
リ
カ
に
行
く
ワ
」

植
木
等
の
陽
気
な
動
き
。
谷
啓
の
珍
妙
な
才
。
こ
れ
が
四
面
ス

ク
リ
ー
ン
に
縦
横
に
投
映
さ
れ
る
と
、
場
内
に
笑
い
の
渦
が
起
こ

る
。
ガ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
は
笑
い
の
館
で
あ
る
。

津
村
春
雄
氏
。
電
通
大
阪
支
社
連
絡
部
副
部
長
。
神
戸
市
東
灘

に
在
住
。
昨
年
八
月
、
万
博
の
た
め
大
阪
支
社
に
移
る
。
日
本
ガ

ス
協
会
が
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ガ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
を
電
通
が
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
て
い
る
。
五
台
の
映
写
機
を
一
斉
に
動
か
し
、
映
像
、
照

明
を
オ
ペ
レ
イ
ト
す
る
の
が
津
村
氏
の
仕
事
で
あ
る
。

「
パ
ラ
オ
の
壮
厳
な
大
自
然
の
中
で
の
子
供
と
豚
の
戯
れ
。
あ

れ
が
笑
い
か
ら
生
ま
れ
る
現
代
人
の
夢
な
ん
で
す
ね
。
五
台
の
映

写
機
を
同
時
に
動
か
し
て
、
右
か
ら
左
へ
と
画
面
を
移
動
さ
せ
る

の
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
当

初
は
始
動
が
合
わ
な
か
っ

た
り
、
フ
ィ
ル
ム
が
切
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
場
合
も
最

初
か
ら
や
り
直
す
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
主
義
を
と
り
ま
し

た
。
一
六
五
台
の
ス
ピ
ー

カ
ー
が
音
を
う
ま
く
運
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

映
画
は
日
本
人
よ
り
も
外
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人
の
方
に
う
け
て
い
る
よ
う
で
す
ね
」
わ
。
南
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
旅
行
し
ま
し
た
が
、
神
戸
は
静
か

パ
ラ
オ
の
豚
が
パ
ビ
リ
オ
ン
の
蚊
取
線
香
の
豚
に
ダ
ブ
っ
た
。
な
街
で
、
特
に
六
甲
山
は
、
ま
る
で
家
に
い
る
感
じ
が
し
ま
す
」

カ
ナ
ダ
館
は
ガ
ラ
ス
の
殿
堂
。
雨
に
拭
わ
れ
、
千
里
の
白
雲
を
こ
れ
の
倍
以
上
の
話
を
す
る
の
に
、
汗
か
き
英
語
で
奮
戦
し
た

煙
る
こ
と
な
く
映
し
て
い
る
。
プ
ロ
ト
コ
ル
で
は
多
数
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
太
陽
の
塔
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
／
と
い
う
声
が
神
戸
市

も
ど
き
の
カ
ナ
デ
イ
ア
ン
に
、
ミ
セ
ス
・
キ
ン
グ
が
接
し
て
い
る
関
係
者
の
間
の
畷
か
れ
て
い
る
、
と
神
戸
新
聞
の
小
河
正
一
記
者

ロ
シ
ア
の
小
国
エ
ス
ト
ニ
ア
生
ま
れ
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
四
は
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
語
っ
て
く
れ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
眼

年
間
神
戸
に
い
た
。
優
雅
に
歩
き
、
楽
し
く
話
し
、
美
し
く
粧
う
は
す
で
に
ポ
ス
ト
万
博
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

方
面
で
の
、
女
性
に
と
っ
て
は
万
能
の
先
生
で
も
あ
る
。
万
博
の
「
一
一
一
月
一
一
十
九
日
に
モ
ノ
レ
ー
ル
で
事
故
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に

た
め
、
ご
主
人
の
母
国
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
か
ら
来
日
。
来
る
な
り
パ
ト
カ
ー
が
走
り
だ
し
た
ん
で
、
そ
ら
大
変
で
す
わ
。

「
と
っ
て
も
メ
ー
ー
イ
。
ノ
ー
キ
ョ
ウ
ね
。
で
も
私
は
日
本
人
が
無
線
か
つ
い
で
ソ
ビ
エ
ト
館
ま
で
自
転
車
で
フ
ゥ
フ
ゥ
。
ま
あ
そ

非
常
に
好
き
。
慣
習
が
反
対
な
こ
と
も
あ
っ
て
誤
解
も
あ
る
が
、
れ
と
例
の
太
陽
の
塔
の
乗
取
り
で
し
ょ
う
な
。
あ
れ
も
最
初
は
緊

規
律
、
責
任
感
は
と
て
も
立
派
で
す
わ
。
だ
け
ど
一
方
、
パ
ラ
ド
張
し
て
徹
夜
が
続
い
た
ん
で
す
が
、
し
ま
い
に
各
社
で
取
材
の
協

キ
シ
カ
ル
で
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
な
面
も
あ
る
の
ね
」
と
観
察
も
鋭
定
を
し
ま
し
て
ね
。
大
き
な
事
故
と
い
え
ば
そ
れ
ぐ
ら
い
で
す

い
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ホ
ス
テ
ス
と
な
っ
て
多
忙
を
極
め
て
い
る
が
、
ポ
ー
わ
。
今
は
各
社
中
だ
る
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
れ
だ
と
大
阪
支

ル
・
キ
ン
グ
氏
の
関
係
で
Ｃ
Ｂ
Ｃ
放
送
も
手
伝
っ
て
い
る
。
社
で
経
済
関
係
を
や
っ
て
い
た
方
が
神
経
が
つ
か
れ
ま
す
。
普
段

「
一
一
週
間
前
、
マ
ー
ロ
ン
。
ブ
ラ
ン
ド
が
来
ま
し
た
。
日
本
の
は
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
を
携
帯
し
て
会
場
を
廻
る
の
で
す
が
、
取
材
の

俳
優
は
名
前
を
覚
え
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
特
に
印
象
は
な
い
方
も
ホ
ス
テ
ス
と
は
カ
タ
コ
ト
で
意
味
が
通
じ
る
が
、
ソ
連
館
な

プ
ロ
ト
コ
ル
で
接
待
す
る
ミ
セ
ス
・
キ
ン
グ
八
カ
ナ
ダ
館
Ｖ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
神
戸
新
聞
小
河
正
一
記
者
電
気
自
動
車
を
始
動
さ
せ
る
大
前
あ
つ
子
さ
ん

１
４３
１
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写真上・協会本部で仕事の打合せをする大根きさ子さん
下・ＦＡＳＡＫＯＴＯＢＵＫＩの藤江格氏くアルゼンチン館＞

譲
議
蕊
騨

ど
は
日
本
語
を
ホ
ス
テ
ス
が
喋
り
ま
す
ね
。
た
だ
外
国
館
の
取
材

は
慎
重
に
し
な
い
と
、
後
で
う
る
さ
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
す

る
。
会
社
の
関
係
で
い
ろ
ん
な
人
が
や
っ
て
く
る
が
、
兵
庫
県
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
接
待
は
極
力
こ
と
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
」

万
博
を
一
般
人
は
足
で
歩
き
、
報
道
陣
は
自
転
車
に
ま
た
が
り

Ｖ
Ｉ
Ｐ
は
電
気
自
動
車
に
運
転
手
、
ガ
イ
ド
付
き
で
乗
る
。

電
気
自
動
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
大
前
あ
つ
子
さ
ん
は
、
山
手
短

大
研
究
科
二
年
で
国
文
を
専
攻
、
週
に
二
度
学
校
に
行
く
。
万
国

博
協
会
秘
書
室
秘
書
課
臨
時
職
員
で
あ
る
。
秘
書
課
の
つ
く
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
各
館
へ
案
内
す
る
の
が
役
目
だ

浩
宮
さ
ま
が
、
噴
水
を
見
て
滝
だ
と
言
い
張
る
。
協
会
役
員
が

う
う
ん
、
な
る
ほ
ど
滝
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
え
。
ま
た
日
本
館
で
協

会
役
員
が
、
あ
の
白
い
服
が
日
本
館
の
ホ
ス
テ
ス
で
ご
ざ
い
ま

す
、
と
説
明
。
す
る
と
浩
宮
さ
ま
が
、
ホ
ス
テ
ス
と
は
何
で
す
か

と
質
問
。
一
同
す
ぐ
に
返
事
が
で
き
ず
し
ば
し
沈
黙
。
お
か
げ
で

座
が
シ
ラ
ケ
タ
と
の
こ
と
。

「
Ｖ
Ｉ
Ｐ
で
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
ン
は
家
族
的
で
な
ご
や
か

で
あ
っ
た
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
の
『
日
本
と
ア
メ
リ
カ
社
』

編
集
長
に
は
、
何
と
か
ゴ
マ
す
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
連
れ
て
帰
っ
て

も
ら
お
う
と
思
っ
た
。

蕊§

１
４４
１

学
校
と
万
博
の
か
け
持
ち
で
、
結
婚
が
遅
れ
ち
や
う
わ
」

も
う
一
人
の
か
け
持
ち
組
が
大
根
き
さ
子
さ
ん
。
兵
庫
区
水
木

通
り
の
木
綿
の
卸
商
の
お
嬢
さ
ん
。
万
博
協
会
秘
書
室
接
遇
二
課

で
、
東
南
ア
ジ
ア
関
係
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
も
ど
き
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
あ

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
の
斡
旋
を
は
か
り
、
エ
ス
コ
ー
ト

ガ
イ
ド
、
通
訳
ホ
ス
テ
ス
を
配
置
す
る
。
五
日
、
月
末
に
は
休

み
、
ラ
イ
ト
バ
ン
を
運
転
し
て
家
の
商
売
を
助
け
る
。

「
協
会
は
市
や
府
関
係
の
人
が
多
く
て
、
何
と
い
う
か
役
所
的

な
感
覚
が
面
白
い
わ
。
協
会
が
い
か
に
大
規
模
で
組
織
的
に
動
い

て
い
て
も
、
人
間
の
情
実
が
動
い
て
い
る
の
や
か
ら
、
大
方
日
本

の
政
治
も
こ
ん
な
も
ん
や
ね
。
私
ら
昔
か
ら
の
商
売
人
や
し
、
自

分
も
儲
け
る
か
わ
り
に
相
手
も
儲
け
さ
そ
う
と
思
っ
て
る
け
ど
、

こ
こ
で
は
歯
車
の
一
つ
と
し
て
単
純
に
回
っ
て
な
あ
か
ん
。
三
月

か
ら
九
月
は
商
売
も
比
較
的
暇
や
か
ら
と
引
き
受
け
た
け
ど
、
こ

の
間
に
せ
め
て
タ
イ
プ
で
も
覚
え
と
か
ん
と
、
と
必
死
に
な
っ
て

る
」
そ
う
だ
。
タ
イ
プ
は
い
か
が
で
す
か
、
と
聞
く
と
、
「
い
や

ま
だ
あ
か
ん
わ
。
な
れ
へ
ん
も
ん
、
そ
う
か
て
」
と
返
っ
て
き
た

食
べ
る
の
も
万
博
の
目
的
。
タ
ン
ゴ
の
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
館
に

あ
る
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ａ
・
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
た
た

か
れ
、
け
な
さ
れ
し
て
き
た
万
博
う
ま
い
も
ん
の
中
で
評
判
の
い

毛己粍．:・
膳
巽

守 h

い
方
で
あ
る
。
お
菓
子
の
コ
ト
ブ
キ

の
販
売
部
開
拓
課
販
売
長
の
藤
江
格

氏
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
ー
を
祝
う
ケ
ー
キ
の
前
で
満
足

気
だ
。
そ
も
そ
も
開
拓
課
な
ん
て
カ

ッ
コ
イ
イ
。

肉
、
香
辛
料
は
直
輸
入
だ
が
、
生

肉
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ボ
イ
ル
さ
れ
た
も
の
で
日
本
人

の
味
覚
に
合
わ
せ
た
。

「
引
受
け
る
と
決
ま
っ
た
の
が
昨

年
の
十
一
月
で
一
番
遅
か
っ
た
で
す

ね
。
し
か
し
三
月
時
分
で
一
人
当
り

五
百
円
ぐ
ら
い
の
食
事
だ
っ
た
の

'蕊蕊
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爵
食

が
、
今
で
は
八
百
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
店
の
効
率
で
は
、

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。
困
る
の
は
、
ア

ル
ヘ
ン
テ
イ
ノ
と
働
い
て
い
る
と
、
役
ら
は
す
ぐ
に
ア
ス
タ
・
マ

ニ
ア
（
明
日
に
し
よ
う
）
な
ん
で
す
。
日
本
人
の
せ
っ
か
ち
と
比

べ
て
対
照
的
で
す
ね
」
タ
ン
ゴ
の
生
演
奏
が
楽
し
め
る
テ
ー
ブ
ル

で
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
エ
ス
カ
ロ
ッ
プ
を
食
べ
て
、
ア
ル
ヘ

ン
テ
イ
ノ
に
な
っ
た
。

映
像
に
舷
惑
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
の
中
で
、

野
暮
つ
た
い
ほ
ど
の
農
協
的
セ
ン
ス
を
駆
使
し
て
い
る
の
が
、
電

気
通
信
館
の
三
角
ホ
ー
ル
だ
。
六
月
半
ば
に
し
て
会
期
全
体
の
入

館
者
予
想
数
を
上
回
り
、
残
り
の
会
期
は
寝
て
暮
し
て
も
よ
い
そ

う
だ
。
ウ
ケ
ル
は
ず
だ
。
全
国
二
七
○
○
の
市
長
村
長
が
、
お
ら

が
村
を
代
表
し
て
映
像
に
出
る
全
国
市
長
村
長
対
談
。
電
気
通
信

館
サ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
長
良
基
子
さ
ん
が
、
浅
野
翼

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
認
め
ら
れ
た
。
現
在
は
浅
野
氏
の
秘
書
。

「
こ
の
映
像
は
全
部
ナ
マ
で
し
ょ
う
。
三
月
十
五
日
か
ら
三
カ

月
間
、
毎
日
三
十
分
な
ん
だ
け
ど
、
と
っ
て
も
緊
張
し
ち
ゃ
っ
て

対
談
す
る
町
長
と
市
長
が
喧
嘩
し
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、

ま
た
全
国
市
長
会
議
で
映
像
で
会
っ
て
る
二
人
が
知
己
に
な
っ
た

り
し
て
お
礼
の
手
紙
が
来
ま
し
た
。
こ
の
六
月
で
や
め
る
時
は
淋

電
気
通
信
館
一
一
一
角
ホ
ー
ル
の
長
良
基
子
さ
ん

課

鋪
銭
撫

口

聯亀
貨
§

鶏

議
識

爵

：，:‘ざ．､￥

窪

し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
今
の
秘
書
は
ず
っ
と
ラ
ク
。
お
茶
に

だ
け
気
を
使
っ
て
お
れ
ば
い
い
か
ら
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
鴨
子
ケ
原

か
ら
二
時
間
か
か
っ
て
通
勤
す
る
。
万
博
が
終
れ
ば
？
と
聞
く

と
、
家
で
大
好
き
な
愛
犬
と
遊
ん
で
い
た
い
ワ
、
と
。

万
博
は
人
種
の
る
つ
ぼ
だ
。
る
つ
ぼ
で
あ
る
か
ら
に
は
、
人
の

心
も
溶
け
合
う
。
三
万
二
千
個
の
電
飾
で
夜
空
を
賑
わ
す
ス
イ
ス

館
は
「
調
和
の
中
の
多
様
性
」
を
展
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
。

こ
こ
に
一
人
の
女
性
が
い
る
。
神
戸
生
ま
れ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
と
し
て
ユ
ー
ー
オ
ン
を
経
て
、
現
在
加
茂
み
や
じ
さ
ん
の
Ｋ
Ｆ

Ｇ
に
所
属
。
モ
デ
ル
歴
十
年
、
西
宮
在
住
。
ス
イ
ス
館
ホ
ス
テ
ス

で
つ
い
に
、
ス
イ
ス
人
と
こ
の
六
月
五
日
に
結
婚
し
た
。

村
上
千
恵
子
さ
ん
に
一
問
一
答
。
こ
れ
ま
た
ホ
ッ
ト
に
奮
戦
す

結
婚
の
な
れ
そ
め
は
？
う
う
ん
、
あ
ん
ま
り
そ
ん
な
ん
で
も

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
ん
で
も
な
い
と
い
う
と
？
ま
あ
、
な
ん
と

な
く
。
彼
は
何
し
て
る
の
？
ス
イ
ス
館
の
イ
ン
フ
オ
メ
イ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
。
ど
ち
ら
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
の
？
も
ち
ろ

ん
彼
か
ら
。
な
ん
て
？
結
婚
し
ま
し
ょ
う
か
っ
て
。
英
語
で
？

い
え
、
日
本
語
。
万
博
が
終
れ
ば
？
彼
は
大
阪
の
輸
入
会
社
、

私
は
モ
デ
ル
。
ス
イ
ス
へ
は
？
彼
の
里
帰
り
に
つ
い
て
く
ワ
。

八
岡
本
邦
彦
Ｖ

ス
イ
ス
館
夏
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
村
上
千
恵
子
さ
ん
八
右
Ｖ

￥

● ､ ダミ

ー金空

蕊

１
４５
１
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キ
ャ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ナ
ー

鐘
万
博
で

ラ
テ
ナ
マ
ジ
カ
を

万
国
博
の
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
に
あ
る

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
の
国
立
劇
場
『
ラ

テ
ナ
マ
ジ
カ
』
は
、
一
九
五
八
年
の

ブ
ラ
ッ
セ
ル
博
や
一
九
六
七
年
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
博
で
は
大
評
判
だ
っ
た
映

像
と
ア
ク
タ
ー
が
織
り
な
す
ユ
ニ
ー
ク

暑
中
お
見
舞

蕊

夏
が
く
れ
ば
想
い
出
す

な
舞
台
芸
術
。
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
と
い

う
子
供
向
き
の
場
所
柄
と
各
パ
ビ
リ
オ

ン
か
ら
離
れ
て
い
る
せ
い
も
あ
っ
て
最

近
入
場
料
の
値
下
げ
が
行
な
わ
れ
（
大

人
五
○
○
円
が
平
日
の
み
三
○
○
円
）

た
と
こ
ろ
だ
が
、
内
容
は
非
常
に
特
色

あ
る
楽
し
い
も
の
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
か
ら
の
四
十
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
毎
日
、
正
午
か
ら

（
毎
時
０
分
ご
と
）
十
二
回
公
演
を
、

霞
蹴

水
芭
蕉
の
花
が
咲
い
て
る

灘
》
識
灘
鍵
癖

鈍
．
尋

灘
写真はラテナマジカ劇場前での交歓風景

四
チ
ー
ム
が
交
替
制
で
演
じ
て
い
る
。

正
面
の
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
と
左
右
二

面
の
カ
ラ
ー
映
写
と
舞
台
の
演
技
者
が

一
体
と
な
っ
て
「
チ
ャ
ス
ラ
フ
ス
ヵ
リ

ズ
ム
」
「
華
や
か
な
パ
レ
ッ
ト
」
「
奇
怪

な
オ
セ
ロ
」
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

会
と
４
本
の
足
」
「
猛
ス
ピ
ー
ド
の
ド

ラ
イ
ブ
」
な
ど
５
ッ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
に
、
あ
る
い
は
喜
劇

的
に
、
ま
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
し
て

行
く
。チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
は
、
一
則
衛
映
画

や
ア
ン
グ
ラ
的
な
映
画
で
も
面
白
い
も

の
を
創
作
し
て
い
る
国
だ
け
あ
っ
て
、

５
ッ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
チ
ェ
コ
芸
術

や
お
国
柄
を
解
す
る
に
は
格
好
の
素
材

六
月
十
六
日
、
神
戸
の
女
性
メ
ン
バ

ー
九
名
が
「
ラ
テ
ナ
マ
ジ
カ
」
を
訪

れ
、
舞
台
監
喜
管
の
カ
レ
ル
・
ブ
ロ
ジ
ェ

ッ
ク
さ
ん
初
め
女
性
ア
ク
タ
ー
三
人
に

舞
扇
、
花
束
な
ど
を
贈
っ
て
交
歓
し

た
。
「
ラ
テ
ナ
マ
ジ
カ
」
は
、
手
塚

治
虫
さ
ん
、
岡
部
冬
彦
さ
ん
、
飯
沢
匡

さ
ん
な
ど
推
賞
者
も
多
い
。
夏
休
み
を

迎
え
て
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
の
エ
ス

プ
リ
を
「
ラ
テ
ナ
・
マ
ジ
カ
劇
場
」
で

楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
。

言
フ
テ
ナ
マ
ジ
カ
劇
場

一
鯵
神
戸
っ
子
特
別
割
引
券

一
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
持
参
の
か

一
た
は
入
場
料
を
２
割
引
き
い
た

一
し
ま
す

一
（
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
）

は
る
か
な
キ
ャ
ン
テ
ィ
夜
の
ネ
オ
ン

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

○
号
邸
騨
昌
詮
⑤
＠
吋
目
⑯
閉

榊
晴
夫

１
４６
１

夢
み
て
咲
い
て
る
カ
ウ
ン
タ
ー

、
ゴ
ー
ロ
コ
窓

６
周
年
の
想
い
出
八
７
月
即
日
Ｖ

楽
し
い
キ
ャ
ン
テ
ィ
神
戸
の
夜

神
戸
・
生
田
区
北
長
狭
通
一
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
弱
Ｖ
３
０
６
０

ピ
ン
ク
色
に
頬
そ
ま
る

申
し
あ
げ
ま
す

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鍵識蕊蕊蕊
議議; 鍵i 識議議議霧灘譲

累誘？
謡

児 島寛二
神戸市生田区下山手通２丁目１－２
ＴＥＬＯワ８－３６６８．『７０３４生田神社前

癖
鐙
篭
蕊
群
篭
熱
篭
蕊

e e 寒くなってから，' て・は

おそすき．ます. ノ
『

琴
‐
琴

蕊灘鵜; 鍵

1④

；難; 鍵鍵議議議溌議蕊

4７

神戸国際会館ｌＦＴＥＬ（0 7 8 ) 2 2 - 3 3

巻
羊
Ｈ
”
●
負
。
●
。
●
。
。
ｐ
“
心
○
ザ
。
●
滝
尭
牛
唖
移
詫
。
恥
番
ご
鉛
”
穆
粥
先
生
ロ
唾
鵠
●
閲
。
荊
◇
印
。
好
濁
、
晶
口
宰
溺
魚
ｂ
閥
・
平
認
侭
戦
亜
慰

雲簿

蕊

誇韓

ボ説ｽ F ﾙ 字共室
戦斑;:騨浄g F誰詠銘銘- ;錐蕊5呂韓:需託･ ; ﾏ ﾆ ･ 誇詑･騨目癖; P許耕f抄淫､‘･ ･ 榊浄薄ＩＦ託託－５.託ｗﾊ : ･ 識･洋詑; n 発託無･韓ﾛ説,認･ a n 器弔辞錘･野B n f 詑需淫･凸･ぺ韓譜酢: ･託･矛錨誇り･』､ . ÷: ﾛ ﾖ 蒋託･誌・5 P 旨･凸‘み･ ･■~ ｡ ､ ０－０語3 3 . ；

ヨーロッパから最新のパターンと
豊富な種類の毛皮が入荷いたしました
あなた自身のオリジナルコートを
この好機にぜひご注文ください

く８月中は特別価格にて奉仕いたします〉
日曜日・定休

べ黒日毛皮店
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☆
現
在
で
は
レ
ジ
ャ
ー
用
第
一

原
動
機
を
備
え
て
高
速
度
で
走
る
軽
快
な
ポ
ー
ト
が
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
（
船
外
機
付
艇
）
だ
が
、
発
明
さ
れ
た
の
は
一
八
八
五
年

で
自
動
車
に
は
お
な
じ
み
の
ド
イ
ツ
人
Ｇ
・
ダ
イ
ム
ラ
ー
が
、
自

分
で
発
明
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
ボ
ー
ト
に
取
り
付
け
た
の
が
最
初
の

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で

Ｃ
・
パ
タ
ー
ソ
ン
と
い
う
人
が
数
々
の
実
験
を
く
り
返
し
た
末
、

時
速
“
キ
ロ
と
い
う
当
時
末
踏
の
ス
ピ
ー
ド
を
実
現
し
た
。

も
と
も
と
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
は
じ
め
は
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ト
だ

っ
た
わ
け
で
、
お
も
に
ド
イ
ツ
で
い
ち
ば
ん
よ
く
使
わ
れ
て
い
た

が
灸
こ
れ
は
単
に
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
だ
け
で
現
代
の
よ
う
に
レ
ジ

ャ
や
魚
釣
り
に
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
れ

は
原
油
一
リ
ッ
ト
ル
で
一
・
五
キ
ロ
走
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ピ

戸 遊戯誌神 冊

－
ド
ポ
ー
ト
か
ら
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
へ
移
行
し
た
が
、
普
及
の
ぐ

あ
い
も
ド
イ
ツ
か
ら
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
へ
と
幅
を
広
げ
た
。
二
十
世
紀
は
じ
め
に
な
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
相
つ
い
で
国
際
レ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ル
ス
ラ
と
い
う
艇
（
全
長
必
・
兜
メ
ー
ト
ル

の
大
型
）
が
他
の
艇
を
押
さ
え
て
妬
。
８
キ
ロ
と
い
う
最
高
時
速

を
樹
立
し
た
。
そ
の
後
ス
ピ
ー
ド
は
文
字
ど
お
り
加
速
度
的
に
飛

躍
し
、
大
レ
ー
ス
の
記
録
で
は
時
速
一
六
○
’
一
七
○
キ
ロ
な
ど

は
ザ
ラ
。
一
九
三
九
年
八
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｍ
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
が
愛
艇
八
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
Ｖ
を
駆
っ
て
、
二
二
八
キ
ロ
と
い
う

そ
の
後
十
一
年
間
破
ら
れ
な
か
っ
た
大
記
録
を
樹
立
し
た
。
こ
の

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
を
し
の
い
だ
の
は
ア
メ
リ
カ
の
八
ス
ロ
ー
モ
ー
・

シ
ャ
ン
四
世
号
Ｖ
で
二
五
八
キ
ロ
と
い
う
記
録
で
、
五
十
三
歳
の

新
人
Ｓ
・
セ
イ
ャ
ー
が
一
九
五
○
年
に
達
成
し
た
。

木重雄

西宮ヨットハーバーに並ぶレジャー用ボンド
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二
十
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
用
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

も
そ
ろ
そ
ろ
ふ
え
か
け
て
い
た
が
、
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
で

世
界
中
の
海
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ば
レ
ジ
ャ
ー
用

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
不
遇
時
代
と
い
え
る
。
だ
が
、
戦
争
が
生
ん

だ
軍
用
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
、
開
発
に
よ
っ
て
皮
肉
に
も
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
の
歴
史
は
大
き
な
発
展
を
と
げ
た
。
つ
ま
り
、
ス
ピ
ー
ド

の
大
記
録
は
こ
の
時
代
に
相
つ
い
で
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
歴
史
は
浅
く
、
輸
入
さ
れ
た
の
は
大
正
時
代
、
一
般

化
し
だ
し
た
の
は
昭
和
初
期
だ
が
、
神
戸
人
は
ど
う
い
う
わ
け
か

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
は
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
ら
し
く
、

須
磨
の
沖
合
い
な
ど
に
当
時
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
姿
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
大
阪
人
に
は
フ
ア
ン
が
か
な
り
い

て
、
中
之
島
・
桜
の
宮
附
近
の
川
で
盛
ん
に
走
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
神
戸
人
の
関
心
が
薄
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
神
戸
が
海
に

近
い
街
で
あ
る
た
め
海
へ
の
あ
こ
が
れ
が
逆
に
案
外
少
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
わ
け
で
、
そ
の
反
対
に
海
に
遠
い
奈
良
県
な
ど
に
今

日
も
熱
心
な
フ
ア
ン
が
か
な
り
い
る
わ
け
で
あ
る
。
戦
後
は
と
み

に
愛
用
者
が
ふ
え
て
現
在
国
内
の
ポ
ー
ト
の
数
は
約
五
万
隻
と
い

担
れ
て
い
る
。
一
隻
あ
た
り
の
使
用
者
を
五
、
六
人
と
す
れ
ば
、

約
三
十
万
人
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
人
口
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
他
ヨ
ッ
ト
人
口
が
や
は
り
三
十
万
人
ほ
ど
い
る
の
で
、
あ
わ
せ

て
六
十
万
人
近
く
の
八
海
の
ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
Ｖ
が
夏
を
中
心

に
、
四
季
の
海
や
湖
で
活
躍
し
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
の
六
十
万
人

と
い
う
レ
ジ
ャ
ー
人
口
は
、
他
の
レ
ジ
ャ
ー
人
口
に
比
べ
る
と
大

変
少
な
く
、
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
所
有

者
は
、
全
レ
ジ
ャ
ー
人
口
の
わ
ず
か
０
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
い
う
比

率
で
あ
る
。
他
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
自
家
用
車
の
妬
・
２
パ
ー
セ
ン

ト
、
釣
り
用
具
記
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
ス
キ
ー
用
具
別
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
、
登
山
用
具
妬
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
、
ゴ
ル
フ
用
具
加
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
め
だ
つ
。
ま
た
、
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
の
所
有
者
で
は
、
企
業
経
営
者
、
商
工
自
営
、
自
由
業
、
若

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
、
し
だ
い
に
全
国
的
に
普
及
し
つ
つ
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
の
点
欧
米
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
全
人
口
の
即
パ

－
セ
ン
ト
が
ポ
ー
テ
ィ
ン
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
、
昨

年
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
数
は
実
に
八
五
○
万
隻
、
平
均
二
十
五
人

に
一
隻
と
い
う
普
及
ぶ
り
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
も
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
国
民
の
間
に
き
わ
め
て
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
健
康

的
な
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。
さ
て
、
そ
の
種
類
は
実
に
に
多
い
。
艇
の
長
さ
⑫
フ

ィ
ー
ト
ぐ
ら
い
の
小
型
か
ら
妬
、
“
フ
ィ
ー
ト
ぐ
ら
い
の
も
の
、

さ
ら
に
即
フ
ィ
ー
ト
か
ら
百
フ
ィ
ー
ト
ま
で
も
あ
る
。
わ
が
国
で

は
せ
い
ぜ
い
知
フ
ィ
ー
ト
ぐ
ら
い
ま
で
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
百

フ
ィ
ー
ト
級
の
豪
華
大
型
艇
が
い
く
つ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本

製
の
も
の
（
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
・
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ
な
ど
）
も
現
在
多
種
の

も
の
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
長
さ
、
大
き
さ
は
も
と
よ
り
、
特

色
、
用
途
な
ど
も
さ
ま
ざ
ま
く
ふ
う
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

外
洋
走
行
用
の
実
力
派
型
か
ら
、
航
海
ム
ー
ド
満
点
の
ク
ル
ー
ザ

ー
、
小
二
階
つ
き
の
海
を
駆
け
る
応
接
室
型
、
し
ゃ
れ
た
感
じ
の

走
る
別
荘
型
（
最
高
級
ク
ル
ー
ザ
ー
）
、
ベ
テ
ラ
ン
向
き
の
耐
波

性
最
高
度
の
高
性
能
ク
ル
ー
ザ
ー
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
最

近
テ
レ
ビ
の
海
外
ニ
ュ
ー
ス
で
「
空
飛
ぶ
円
盤
」
型
の
ま
ん
丸
い

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
た
の
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
は
日
な
た
（
日
向
）
ぼ
っ
こ
に
は
持
っ
て
こ
い
だ

と
ア
ナ
ゥ
ン
ス
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
日
本
に
も
奇
抜
な
形
の

も
の
が
登
場
す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
値
段
の
点

も
多
種
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
安
い
小
型
で
二
十
七
万
円
ぐ

ら
い
。
最
高
は
三
千
万
円
級
の
と
び
き
り
豪
華
艇
ま
で
あ
る
。
マ

イ
カ
ー
族
な
ら
ぬ
マ
イ
ポ
ー
ト
族
の
夢
も
果
て
し
な
く
ひ
ろ
が
る

ｌ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
か
っ
て
石
原
慎
太
郎
の
小
説
「
太

陽
の
季
節
」
で
ヨ
ッ
ト
が
人
々
の
注
目
を
集
め
た
時
か
ら
す
で
に

十
数
年
を
経
た
今
日
、
こ
ん
ど
は
ョ
ツ
ト
に
代
わ
っ
て
ス
ピ
ー
ド

と
迫
進
性
に
富
ん
だ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
海
の
ロ
マ
ン
の
主
役
を

つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
妬
・
７
．
１
記
）
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七
歳
八
歳
九
歳
の
こ
ろ
、
十
歳
か
ら
は
私
は
も
う
一
人
で
見
に
行

き
ま
し
た
。

そ
れ
で
四
歳
や
五
歳
の
こ
ろ
母
の
ひ
ざ
に
も
た
れ
ミ
カ
ン
や
オ

カ
キ
（
セ
ン
ベ
イ
）
を
食
べ
な
が
ら
、
母
に
い
つ
も
〃
か
え
っ
た

ら
、
き
っ
と
、
風
呂
に
は
い
る
ん
で
つ
せ
〃
と
い
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
の
映
画
館
は
夜
の
部
が
終
る
と
十
一

時
半
。
家
に
か
え
る
と
、
も
う
風
呂
に
は
い
る
気
が
し
な
い
。
も

う
ね
む
く
っ
て
．
…
：
。
そ
れ
な
の
に
活
動
写
真
を
見
て
い
る
あ
い

だ
じ
ゅ
う
は
目
を
見
ひ
ら
い
て
大
喜
び
の
く
せ
に
心

母
が
死
ぬ
と
、
き
た
な
い
婆
サ
ン
の
母
の
姿
が
次
第
に
消
え
て

若
い
こ
ろ
の
母
の
、
そ
し
て
活
動
写
真
館
に
つ
れ
ら
れ
て
い
っ
た

こ
ろ
の
母
の
姿
ば
か
り
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
い
ま
そ
の
こ

ろ
の
母
の
写
真
を
さ
が
し
廻
っ
た
の
に
見
当
ら
な
い
と
は
．
…
：
と

て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。

さ
て
、
最
近
見
た
映
画
で
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
「
ウ
ッ
ド

ス
ト
ッ
ク
」
と
い
う
音
楽
演
奏
会
の
記
録
映
画
で
し
た
。
去
年
の

八
月
半
ば
三
日
間
に
わ
た
っ
て
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
郊
外
の
べ
セ
ル
の

丘
で
催
さ
れ
た
〃
愛
と
平
和
と
音
楽
の
祭
典
〃
Ｃ
三
時
間
も
の
長

い
記
録
映
画
で
、
そ
の
演
奏
が
そ
し
て
歌
が
…
…
ジ
ョ
ー
ン
・
バ

エ
ズ
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
ヒ
ッ
ピ
ー
・
ス
タ
イ
ル
の
連
中
で
、
ジ

ョ
ー
ン
・
バ
エ
ズ
の
ほ
か
は
た
だ
も
う
キ
チ
ガ
イ
が
泡
を
吹
い
て

い
る
み
た
い
で
、
そ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
い
で
た
ち
、
ほ
ほ
の
モ
ミ

ア
ゲ
が
ア
ゴ
に
ま
で
の
び
、
大
き
な
色
ガ
ラ
ス
の
ト
ン
ボ
め
が

ね
、
そ
の
黒
人
歌
手
の
動
き
を
見
て
い
ま
す
と
…
…
猿
芝
居
み
た

い
で
…
…
こ
の
歌
手
だ
け
で
な
く
、
ど
れ
も
こ
れ
も
が
も
う
神
が

か
り
で
グ
ロ
テ
ス
ク
で
、
私
は
見
て
い
て
ア
メ
リ
カ
に
こ
ん
な
連

中
が
出
て
き
た
の
は
ヒ
ロ
シ
マ
の
原
爆
や
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
争
の
罰

が
当
っ
て
、
そ
れ
で
こ
ん
な
グ
ロ
な
子
供
た
ち
が
と
う
と
う
ア
メ

リ
カ
に
も
生
ま
れ
て
き
た
と
思
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
実
写
を
見
て
い
ま
す
と
見
物
人
が
四
○
万
人

で
、
そ
ん
な
人
た
ち
が
、
ど
う
し
て
こ
う
も
集
っ
て
き
た
か
が
不

思
議
に
な
り
、
し
か
も
そ
の
大
群
集
と
舞
台
の
テ
ン
ト
張
り
と
各

所
の
ラ
イ
ト
の
や
ぐ
ら
台
が
、
も
う
ま
る
で
お
祭
り
な
ど
と
い
う

も
の
で
な
く
、
異
様
な
圧
倒
的
風
景
で
、
そ
の
と
き
も
と
き
、
夏
雲

■
催
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
狐
Ｆ
‐

９
４
Ｉ
卯
Ｉ
Ｊ
‐
・
１
ｌ
３

母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
目
下
の
と
こ
ろ
タ
バ
コ
ば
か
り
喫
っ

て
い
ま
す
。
肺
ガ
ン
に
な
っ
て
死
に
た
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん

イ
ラ
イ
ラ
し
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。

母
が
映
画
を
一
人
で
見
に
行
っ
た
の
は
八
○
歳
の
と
き
、
そ
れ

が
母
の
生
ま
れ
て
初
め
て
の
映
画
一
人
見
物
で
し
た
Ｃ
ト
ロ
イ
・

ド
ナ
ヒ
ュ
ー
が
好
き
で
、
私
に
内
緒
で
、
恥
ず
か
し
い
の
で
、
そ

し
て
足
が
不
自
由
に
な
り
始
め
た
年
な
の
で
、
ひ
と
り
の
出
歩
き

を
私
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
…
…
そ
れ
で
、
そ
っ
と
一
人
で

ト
ロ
イ
・
ド
ナ
ヒ
ュ
ー
の
「
二
十
歳
の
火
遊
び
」
を
見
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
パ
し
て
し
ま
っ
て
、
私
は
「
八
○

歳
の
火
遊
び
」
と
叱
っ
た
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
母
は
よ
く
映
画
を
見
に
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
の
一

家
の
す
べ
て
が
映
画
狂
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
父
も
祖
母
も

姉
ふ
た
り
も
映
画
狂
。
だ
か
ら
母
も
必
ず
一
緒
で
す
。
そ
の
母
に

く
っ
つ
い
て
見
た
の
が
私
。
そ
う
で
す
ね
え
私
の
四
歳
五
歳
六
歳

ＣＩｎ

′母のこと、
映画のこと

☆
映画評論家

淀）I ｜長治
腿 一忽侭！

＜5 2＞
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の
あ
の
古
代
の
く
さ
り
き
っ

た
人
間
社
会
へ
の
神
の
怒
り

に
も
見
え
て
、
そ
の
面
白
い

こ
と
。と

こ
ろ
が
、
や
が
て
晴
れ

始
め
、
す
る
と
ま
た
も
や
四

散
し
た
群
集
が
し
だ
い
に
集

ま
り
だ
し
て
、
雨
に
も
め
げ

ず
…
…
と
い
う
そ
の
熱
気
。

そ
こ
で
私
は
考
え
な
お
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
す
さ
ま
じ

い
純
粋
す
さ
ま
じ
い
平
和
す

さ
ま
じ
い
音
楽
へ
の
：
…
・
そ

、
、
、
、

の
た
け
り
だ
と
わ
か
り
始
め

ま
し
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
も
駄
目
、
ア
メ

リ
カ
も
駄
目
、
キ
リ
ス
ト
も

駄
目
、
い
ま
何
を
信
じ
何
に

純
粋
を
ぶ
ち
ま
け
て
い
い
の

か
、
そ
の
む
な
し
さ
の
悲
し

み
が
、
こ
の
演
奏
会
場
に
爆

発
し
た
と
わ
か
り
だ
し
ま
し

た
。映

画
と
い
う
も
の
は
面
白

い
も
の
で
す
ね
え
。

が
湧
き
だ
し
て
、
空
の
一
方
が
暗
黒
と
な
り
、
や
が
て
風
を
は
ら

ん
で
そ
の
雲
が
み
る
み
る
一
一
重
三
重
に
深
く
大
き
く
重
な
っ
て

ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
。
と
思
う
と
雨
に
な
り
出
し
、
そ
の
雨
が
夕
立

「
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
」

虎
く
唾

需
岩
尾

と
な
り
、
そ
の
夕
立
が
テ
ン
ト
張
り
の
演
台
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
は
る

、
、
、

か
高
い
ラ
イ
ト
台
の
そ
の
組
み
立
て
や
ぐ
ら
を
グ
ラ
グ
ラ
と
ゆ
す

ぶ
る
。
も
う
見
て
い
る
と
ま
る
で
：
…
・
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の
こ
ろ

ロ
凸
胴
鎧
詞
縄
』
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